
「生産システム工学」教育プログラムの技術者像と学習・教育到達目標

（ 「生産システム工学」教育プログラム履修の手引から抜粋） 

育成すべき技術者像 

「生産システム工学」教育プログラムでは、次のような技術者の育成を目指す。 

養成すべき技術者像： 

 自主自立の精神と国際的視野を持ち、以下の知識及び能力と実践力を備え、他

者と共同して社会に貢献できる開発研究型の技術者 

1) 複合領域の知識を結び付ける研究・開発能力

2) 国際化や高度情報化に柔軟に対応できる基礎能力

3) 技術者としての社会的責任と倫理の自覚

学習・教育到達目標 

 「生産システム工学」教育プログラムでは、上に示した技術者を育成するために （Ａ）～（Ｄ）

の学習・教育到達目標を設定している。 

(A) 人間形成

健康な身体と精神を培い、社会に貢献するすぐれた人間として、幅広い教養をもとに、技

術者としての責任を自覚し、その使命を実行しうる技術者

(A-1)豊かな人間性と健康な心身を培う。 

・健康や体力についての理解を深めるとともに、スポーツの実践を通して心身の調和的

な発育・発達を促し、生涯スポーツの礎を構築できること

・文芸作品を通して、人々の生活を見つめ、他者の心を理解し、自分の考えを深められ

ること

(A-2)技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての責任を自覚する。 

・歴史学習を通して技術者が持つべき社会観を構築できること

・技術に関係する事故等の検討を通して、技術者としての社会的な責任と使命について

理解できること

・環境問題と社会の関係についての概略を理解できること

・自然環境に関する基礎的事項を理解できること

(B) 科学技術の修得と応用

自らの専門とする科学技術について、その基礎となる理論及び原理を十分に理解し、境

界領域にもすすんで活躍しうる技術者

(B-1)数学および自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思想能力を身につける。

各専攻の専門科目の達成項目

(1)機械・電子システム工学専攻

機械工学と電気電子のそれぞれの分野に高い技術力と、両方の専門分野を融合した柔軟

性のある能力を身につけ、先端技術に対応した研究開発ができること。

(2)制御・情報システム工学専攻

情報処理技術を基礎として、意思決定技術、ソフトウェア技術、通信技術、制御技術やメカト

ロニクス技術に関する知識を修得し、創造的、実践的な制御システム・情報システムの研究開

発ができること。

(3)環境建設工学専攻

社会的に深刻となっている環境や都市などの高度で広域化した問題に柔軟に対応できる思

考力と創造力を身につけ、これらの問題に対応した研究開発ができること。



学 生 心 得

（目 的）

1 この学生心得は、木更津工業高等専門学校学生準則第 2 条の規定に基づき、学生が

本校在学中に自ら努力すべき人間形成の目標を示すとともに、訓育指導に関する学校

の方針を明らかにすることを目的とする｡

（学問の修練）

2 学生は、教えられることを学ぶだけでなく、自ら進んで学問をする境地に進むこと

を、本校在学中の重要な目標にしなければならない｡すなわち、常に鋭い探究心を持

ち、自啓自発、学業に励み、学問をすることの厳しさと楽しさを体得できるよう努め

なければならない｡

（自由な人間）

3 学生は、自由を体得した人間になることを目標にしなければならない｡すなわち、あ

らゆる問題に対処するとき、常に自分で考え、自分で判断して行動し、開いた心で他

人の意見に耳を傾けながら、自分の目標に向かって独立独歩し、その結果について全

責任を負う人間でなければならない｡自分の自由を大切にする者は、他人の自由も尊

重しなければならない｡

（強健な身体）

4 学生は、在学中、あらゆる機会を利用して、積極的に身体を鍛えなければならない｡

強健な身体は、豊かな人生と立派な仕事を実現する第 1 条件であり、その基礎は、青

年期の鍛錬によって出来上がる。 

（学園社会への参加）

5 学生は、学校生活が社会的修練の第 1 歩であることを考え、まず学園の中に理想的

な共同社会を作るための仕事に積極的に参加しなければならない｡そのような参加の

体験によって、人間としての自立心と社会的な連帯感が生まれ、現実社会の問題を解

決する実践力が養われる｡

・数学および自然科学の基礎知識を身につけ、それらを用いて応用問題を解けること

・実験を通して現象を理解できること

(B-2)最も得意とする専門分野の知識と能力を身につける。

・各分野の基礎知識を身につけ、それらを用いて実際の工学的な現象を理解できるこ

   と

(B-3)異なる技術分野を理解し、得意とする専門分野の知識と複合する能力を身につける。 

・異なる技術分野を理解し、得意とする専門分野の知識と複合するために、専門分野以

外の工学の基礎知識を身につけること

(B-4)実験・実習を通して実践的技術を身につける。

・実験・実習を通して、実際の工学現象を理解し、実践的技術を身につけること

(C) コミュニケーション能力

国際化および高度情報化社会に柔軟に対応し、自らの考えを状況に応じて的確に表現し

うる技術者

(C-1)日本語の記述能力を身につける。

・国語表現の技法を身につけるとともに、語彙力を高め、場面や状況に応じた言葉で表

現できること

(C-2)情報技術を使いこなし、日本語による発表・討論ができる能力を身につける。

・コンピュータによる情報処理や情報収集等ができること

・コンピュータを用いて、卒業研究や専攻科特別研究の内容を発表・討論できること

(C-3)国際的に通用するコミュニケーション基礎能力を身につける。

・国際的に活躍するための基礎的な語学力、特に英語力を身につけること

(D) 創造力（デザイン能力）

自ら工夫して新しいものを造り出す研究開発型の技術者

 卒業研究や専攻科特別研究などを通して次の能力を身につける。 

(D-1)問題解決のために修得した専門知識を応用できること

(D-2)創意工夫し問題解決のための計画の立案・実行、得られた結果の考察および整理ができ

ること 

(D-3)チームの中で他のメンバーと協力しながら、問題解決に向けた適切な行動をとれること


